
第60回　前橋市民展覧会委員会委員名簿
【 ■ 運営委員／● 審査員 】

委員長：茂木 紘一　　副委員長：村田 容子／下谷 洋子／吉田 章二　　顧問：西林 乗宣

漢字
■ ● 井 上 賢 治
■ ● 今 泉 曠 子

榎 田 　 護
■ ● 大 川 則 代

大和田友子
小澤美智子
黒 岩 初 音

■ ● 坂 庭 昇 子
櫻 澤 利 雄
髙 橋 昌 江
高山喜久枝
田 中 公 子

■ ● 都 丸 　 保
中 島 惠 子
西 林 乗 宣
羽入田光代
平岩きよ子

藤 野 敦 子
前 田 和 子

■ ● 師 田 政 江
● 山 本 　 恵

かな
秋 山 久 枝
朝 倉 春 江
阿佐美園子
井 草 文 惠
石 井 恭 子
伊 丹 宏 子
一 倉 恵 子
稲村由宇記
内 田 初 枝
大 川 清 子

● 大図みずほ
岡 田 貞 子

小田中幸代
■ ● 勝 山 初 美

九 條 純 代
小池とみ江
小 林 照 子

■ ● 小林フジ子
設 楽 澄 江
柴崎あつ子
下 村 道 子

■ ● 下 谷 洋 子
神保千代子
鈴木せつ子
関口すみ子
仙場美枝子
髙 井 順 子
滝 沢 啓 子
田 子 良 照
谷　美知子

田村久里子
田 村 玲 子
遠田紀惠子
利 村 郁 子
都丸みどり
長 岡 美 佳
野 際 た か
野 本 英 紀
林 　 英 子
平 林 米 子
広 川 良 雄

■ ● 星 野 明 美
星 野 栄 子
堀 井 雅 美
堀 川 朋 子
松 田 静 子

■ ● 松村くに子
松 本 泰 子

三 島 梅 子
宮 下 孝 子
宮 下 知 子
武 藤 房 枝

■ ● 村 田 容 子
■ ● 山 﨑 　 明
■ ● 結城由美子

横手三千代
渡 辺 睦 子

新傾向
■ ● 青 木 か よ
■ ● 荒 井 和 行
■ ● 大井美津江

大 谷 正 子
岡 野 敦 子
門 脇 信 子
鎌 田 照 代

■ ● 小 林 洋 子
坂 井 初 江
須 藤 富 子

● 都木眞知子
■ ● 竹 内 照 代

塚 越 晴 子
富澤理惠子
花 里 智 子

■ ● 原口美智子
■ ● 伏 津 玲 子

村 田 惠 子
● 矢 嶋 紀 子

横 倉 一 惠

書道部門 部長：村田 容子　　副部長：下谷 洋子／大井 美津江

平面
阿 佐 美  豊
阿 部  茂 夫
天 笠 和 美
新 井 幸 子
新 井 知 美
新 井 洋 子
新 井 文 夫
新 井 幸 子
池田あつみ
池 田 晶 子
石 井 志 げ
石 井 裕 子
石 田 文 江
五十畑秀男

■ ● 井 田 秋 雄
伊 藤 朋 子
今井惣一郎
今 井 隆 子

■ ● 今 井 充 俊
宇津木隆雄
遠 藤 紀 子

■ ● 大 島 　 均

大 谷 房 子
大橋きみ代
大 庭 節 子

■ ● 岡 田 尚 子
奥 野 ま さ
小 澤 芳 江

■ 小曽根正利
小 幡 敏 子
勝 又 茂 樹
金 井 陽 子
狩 野 静 江
狩野美重子
樺 沢 静 子
川 野 竹 子

■ ● 北 詰 眞 弓
木 下 一 子

■ 熊 谷 哲 夫
栗 原 千 草
栗 林 照 一
桑 原 康 枝
小板橋良江
小 暮 芳 宏

● 小林百々代

■ ● 酒 井 重 良
■ ● 坂 本 　 敏

佐 藤 清 美
■ ● 佐藤眞知子

澤田ふぢ子
塩 谷 充 代
篠 田 敬 子
柴 崎 路 子

■ ● 清 水 榮 三
■ ● 鈴 木 克 男

須 藤 幸 子
関口佳代子

■ ● 関 口 正 子
高 井 純 子
鷹 橋 絢 子
高橋亜希子
髙橋善次郎
高 橋 芳 枝
髙 山 節 子
瀧 野 　 泉
竹内けさの

■ ● 多 胡 　 宏
田 島 和 雄 

田 中 松 美
田 村 愛 子
田 村 啓 子
塚 越 千 秋

■ ● 築 地 明 美
坪 松 房 子
手倉森美智子
手島まき子
栂 　 勇 三

■ ● 富 澤 秀 文
富 所 陽 子
豊 川 重 盛
内 藤 武 志
長 岡 祐 介
中 嶋 紀 嘉
中 島 俊 江

■ ● 中 林 三 惠
中村紀久世
中 山 洋 子
橋 爪 良 子
橋 元 恵 子
林 　 政 子
東 　 暁 子

疋田由利子
平 尾 泰 子

■ ● 平 田 經 子
福島志津代
福地佳永子
福 本 　 進
藤 枝 啓 子
古川由美子
星野ノリ子
堀 　 智 子
前 田 俊 一
前田美知代
前 田 　 羨

■ ● 牧 ケ 谷  功
正 木 麻 美
松井マサエ

■ ● 茂 木 紘 一
山 岸 千 冬
横 堀 博 子

■ ● 吉 田 章 二
吉 田 成 美
吉 田 久 子
吉永智恵子

六本木八千恵

立体・工芸
● 荒木真由美

石 原 ひ ろ
■ ● 今井ひさ子
■ ● 大倉美枝子
■ ● 樺 沢 　 均

篠 澤 茂 勝
霜 鳥 憲 一
髙 田 和 子
舘 澤 敬 子
田 村 聰 江
千吉良美津子

● 豊 田 共 子
■ ● 中 島 賢 二
■ ● 福 島 祐 子

宮 田 栄 子
■ ● 持 木 芳 明

吉 澤 幸 枝
吉 田 和 江

部長：茂木 紘一　　副部長：吉田 章二美術部門

＜五十音順＞

広告内容に関する質問等につきましては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。（広告スポンサーと前橋市民展覧会業務とは直
接関係ありません。）

広告内容に関する質問等につきましては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。（広告スポンサーと前橋市民展覧会業務とは直
接関係ありません。）
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第48回前橋市民芸術文化祭

60th CITIZENS EXHIBITION OF MAEBASHI

入場無料
昌賢学園まえばしホール
（ 前 橋 市 民 文 化 会 館 ）

大・小 展 示 ホール

お問い合わせ●前橋市教育委員会事務局生涯学習課　TEL. 027-210-2198
主催●前橋市民展覧会委員会
共催●前橋市教育委員会･前橋市文化協会
後援●�群馬県･群馬県教育委員会･群馬県教育振興会･前橋市･前橋商工会議所･公益社団法人企業メセナ群馬･上毛新聞社･朝日新聞社前橋総局・産経新聞前橋支局･東京新聞前橋支局・

毎日新聞前橋支局・読売新聞前橋支局･ＮＨＫ前橋放送局･群馬テレビ･ＦＭ ＧＵＮＭＡ

第
６０
回

開場 AM10：00　閉場 PM5：30
※入場はPM５：00まで

TEL 027-221-4321
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20262026年年



１ 趣旨
　本市の芸術的創作活動の成果を公募、展示し、広く市民の

鑑賞に供する中で、本市芸術文化の一層の振興とその水準

の向上に資する。

２ 部門
⑴書道部門　⑵美術部門

３ 会期
⑴ 美術部門　令和８年２月27日㈮～３月１日㈰

⑵ 書道部門　令和８年３月６日㈮～３月８日㈰

４ 会場
◉�昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館）

　大・小展示ホール

電　　話／027-221-4321

観覧時間／午前10時00分～午後５時30分

　　　　　（入場は午後５時00分まで）

入 場 料／無 料

５ 出品作品
　作品は他の公募展やコンテスト等で発表したことのない

ものに限り、また、著しく類似した作品の応募はできない。

⑴書道部門

	 ①部　別	 第１部	 漢字作品

			   第２部	 かな作品

			   第３部	 新傾向作品（墨象・近代詩文・大字書）

	 ②種　別　額装　わく張　軸装　その他

	 ③表　装　本表装とする。

	 ④大きさ	 ◆漢字作品

				    作品は、縦180㎝ (6尺)×横60㎝ (2尺)

以内で縦、横自由とする。ただし、軸装は、

縦210㎝(7尺)×横60㎝(2尺)以内とする。

			   ◆かな作品

				    70㎝×180㎝（6尺）以内で縦、横自由とす

るが、縦作品に限っては、縦180㎝ (6尺)

×横60㎝ (2尺)以内も可。ただし、軸装は、

縦210㎝(7尺)×横60㎝(2尺)以内とする。

			   ◆新傾向作品

				    180㎝ (6尺 )× 75㎝ (2.5尺 )以内で縦、

横自由とする。

	 ⑤その他	 各部とも90㎝（3尺）×90㎝（3尺）以内可と

する。委員は0.5㎡以内・無鑑査は１㎡以内

とする。いずれも仕上り寸法とする。

⑵美術部門
　①部　別　第１部	 平面作品（日本画・油彩・水彩・アクリ

ル・版画・パステル・きり絵・はり絵・イ

ラスト・ＣＧ　等）

　　　　　　第２部	 立体・工芸作品（彫刻・工芸　等）

　②大きさ	 ◆平面作品

				    30号以下とする。ただし額装を含めて、縦、

横１ｍ以内とする。

			   ◆立体・工芸作品

				    底面積１ｍ×１ｍ以内・高さ１ｍ以内とし、

壁面作品は、縦1.5ｍ、横１ｍ以内とする。

	 ③額　装	� 平面作品は、額装することを基本とする。アク

リルガラスのみ使用可能。額はひもを付ける

こと。

	 ④その他	� 作品はオリジナルのものとする。なお、第２部

の工芸においては、その支持体（土台等）も含め

てオリジナルのものとする。

６ 出品点数
　特に制限を設けない。ただし、彫刻・工芸は一人２点以内。

委員、無鑑査は一人１点とする。

７ 出品手数料
　各部門とも出品点数１点につき2,000円とする。ただし、

同一部内に２点以上出品する場合、２点目から１点につき

1,000円とする。

※全部門18歳以下は、無料とする。

※委員、無鑑査については、協賛金2,000円とする。

※自然災害や感染症等により、中止となった場合の返金…

　市民文化会館に作品搬入（受付）後（各部門）、中止と判断

した場合は、返金はありません。

８ 出品者の資格
　前橋市に在住・在勤・在学（書道教室・絵画教室なども含

む）する人、または、かつて在住・在勤・在学していた人で、令

和８年４月１日時点で、満16歳以上の人。

９ 審査
　前橋市民展覧会委員会委員長が委嘱する審査員が当たる。

10 陳列
⑴入選作品及び無鑑査、委員の作品を陳列する。出品者は、鑑

別、審査、陳列に対して異議を申し立てることができない。

主催◦前橋市民展覧会委員会
共催◦前橋市教育委員会／前橋市文化協会
後援◦�群馬県／群馬県教育委員会／群馬県教育振興会／前橋市／前橋商工会議所／公益社団法人企業メセナ群馬／上毛新聞社
　　　朝日新聞社前橋総局／産経新聞前橋支局／東京新聞前橋支局／毎日新聞前橋支局／読売新聞前橋支局／ＮＨＫ前橋放送局
　　　群馬テレビ／ＦＭ ＧＵＮＭＡ

第60回 前橋市民展覧会開催要項◦出品規則
MAEBASHI CITIZEN EXHIBITION

⑵陳列した作品は、原則として会期中撤去できない。

11 搬入（受付）及び搬出
　搬入（受付）及び搬出ともに、昌賢学園まえばしホール

（前橋市民文化会館／前橋市南町3-62-1 TEL 027-221-

4321）で行う。

⑴搬入（受付）日時
美術部門　令和８年２月23日（月・祝）
� 14時00分～18時00分
書道部門　令和８年３月２日㈪� 14時00分～17時00分

⑵搬出日時 
美術部門　令和８年３月２日㈪� ９時30分～12時00分
書道部門　令和８年３月９日㈪� ９時30分～11時30分

【注意事項】 
◦郵送はできない。

◦搬入、搬出及び荷造りの費用は、出品者の負担とする。 

◦搬出日に出品者が来られない場合は、代理人が必ず搬出

する。

◦搬入、搬出ともに時間を厳守し、かつ、時間内に完了する。

12 出品票•作品票
　市内の各地区公民館（中央・上川淵・下川淵・芳賀・桂萱・
東・元総社・総社・南橘・清里・永明・城南・大胡・宮城・粕川・富
士見）及びコミュニティセンター（第一・第二・第三・第四・第
五）で配布
⑴出品者は、所定の出品票（委員－桃色　無鑑査－黄色　公

募－白）に必要事項を記入し、出品手数料を添えて、搬入

受付時に提出する。出品票は出品点数１点につき１枚使

用する。

　なお、作品票は、作品の裏面右上に貼付する。

⑵主催者は、出品作品を受領したとき、領収書及び作品引換

券を交付する。搬出時は、作品引換券を持参した者に作品

を引き渡す。

　書道部門の作品は、出品票に作品の読み方を記入する。臨

書の場合は出典を明記する。

⑶出品票・作品票は、必要事項を必ず楷書で正しく明記する。

13 入選•入賞の発表
　各部門の会期初日に昌賢学園まえばしホール（前橋市民

文化会館）において行い、電話での問い合わせは、受け付け

ない。

14 賞
　審査の上、次の賞を贈る。ただし、一つの部門の各部につ
き、一人一賞とする。

第60回記念展賞／市民展賞／知事賞／市長賞／市議会議
長賞／県教育長賞／市教育長賞／アーツ前橋賞／市文化協
会長賞／群馬県教育振興会長賞／前橋商工会議所会頭賞／
公益社団法人企業メセナ群馬賞／各新聞社賞／ＮＨＫ前橋
放送局／群馬テレビ賞／ＦＭ ＧＵＮＭＡ賞／優作賞／奨励
賞／臨江賞／委員賞／無鑑査賞

15 授賞式
　前橋市中央公民館（前橋市本町2-12-1前橋プラザ元気

21）で行う。入賞者には文書で通知する。

16 作品の保管等
　作品は主催者において責任をもって保管するが、不可抗

力による損害については、その責を負わない。また、額は通
常の取り扱いに耐えられる堅牢なものとする。

17 展覧会の中止及び変更
　自然災害や感染症等により中止及び日程等の変更が生じ

た場合は、前橋市ホームページにて周知する。

※�作品搬入（受付）後に中止となった場合は、出品者に対し

て文書で通知する。

※�状況によりホームページへの掲載や出品者への通知が遅

くなる場合があります。

18 事務局
　この展覧会の事務局を前橋市教育委員会事務局生涯学習

課におく。

前橋市本町2-12-1前橋プラザ元気21内
☎027-210-2198


